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1996/10/1~ 
2000/3/31 

HERMAWAN, 
DEDE  

Lecturer/ Bogor 
Agricultural 
University 

Lecturer and 
Researcher/ Bogor 
Agricultural 
University 

1998/10/1~ 
2002/3/31 

MUNIR, 
ERMAN  

Lecturer/ 
University of 
North Sumatra 

Lecturer/ University 
of North Sumatra 

1999/10/1~ 
2003/3/31 

MUIN, 
MUSRIZAL 

み

 
Teaching Staff/ 
Hasanuddin 
University 

Lecturer/ 
Hasanuddin 
University 

2000/10/1~ 
2004/3/31 

MASHUDI, 
NOOR 
RAHMAWATI 

 
Lecturer/ 
University of 
Winaya Mukti 

Lecturer/ University 
of Winaya Mukti 

2001/10/1~ 
2005/3/31 

AMIRTA, 
RUDIANTO  

Lecturer/ 
Mulawarman 
University 

Lecturer/ 
Mulawarman 
University 

2003/10/1~ INDRAYANI, 
YULIATI  

Lecturer/ 
Tanjungpura 
University 

 

2004/10/1~ MUNAWAR, 
SASA, 
SOFYAN 

 
Researcher/ R&D 
Unit for 
Biomaterials - LIPI 

 

2005/10/1~ JOKO, 
SULISTYO  

Lecturer/ Gadjah 
Mada University 
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サテライトオフィスの看板 

サテライトオフィス内の様子 

サテライトオフィス前での記念写真 

左よりバンバン・スビヤント 生物材料研究ユニット

所長、ひとりおいてインドネシア側コーディネーター

エンダン・スカラ博士、インドネシア科学院長官 ウ

マール・アンガラ・ジェニー教授、日本側コーディネ

ーター 今村教授 

サテライトオフィスが設置されているインドネシ

ア科学院生物材料研究ユニット（チビノン、イン

ドネシア） 

サテライトオフィス開所式で挨拶する

インドネシア科学院長官 ウマール・

アンガラ・ジェニー教授 

京都大学生存圏研究所 
サテライトオフィス 

（インドネシア科学院生物材料研究ユニット） 
日本学術振興会拠点校事業（木質科学） 

開所式 
（平成１７年２月２５日）於チビノン、インドネシア

サテライトオフィス開所式の歓迎花看板
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延々と続いた活発な質疑応答

講師陣
左上より、バンバン・スビヤント、高
部、黒田、今村、梅澤、左下より、
森、湊、師岡、梅村各博士

　Wood Science School in Cibinong 2006
（平成１８年３月５~７日）於チビノン、インドネシア

全員集合写真

バンケット
大ダンスパーティとなった

開校式で挨拶するエンダン・ス
カラＬＩＰＩ生命科学部門長
（左）と今村生存研教授

講義風景

閉校式
日本人講師への
記念品贈呈

目次にもどる



1.5.

本プログラムと関連して、当研究所では、LIPI 内の部局と学術交流協定を締結してきた。

すなわち、平成１１年には LIPI 応用物理学研究センター（現生物材料研究センター）と、

引き続き、平成１６年には生物材料研究センターとの間で、ＭＯＵ（協定内容、学術交流

協定）を締結した。また、平成１７年には、LIPI生物材料研究センターおよびPT Musi Hutan

Persada 社の三者でＭＯＵ（協定内容、研究協定）を締結し、人的ネットワークの構築と、

共同研究の一層の推進を図ってきた。

京都大学では、当研究所以外にも、東南アジア研究所を始めとして LIPI と学術交流を独

自に進めている部局が多数存在するので、京都大学と LIPI の学術交流の一層の進展を図る

べく、平成１８年３月１７日に大学間学術交流協定が締結されました。本協定は、自然科

学から社会科学までの幅広い研究交流・人的交流・情報交換を含む、包括的な協定であり、

将来、学際的な共同研究に進展することが期待される。

なお、京都大学は、現在、海外の大学と６９件の大学間学術交流協定を締結しているが、

LIPI のような高等研究機関と協定を締結するのは、今回が初めてのことで、学内ニュース

はもちろん産経新聞や京都新聞などの一般紙でも取り上げられた。

 

 

調印後握手を交わす尾池和夫京大総長

（左）とウマール・アンガラ・ジェニー

インドネシア科学院長官 

記念写真 
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